SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞
応募フォーム（下書き用）
SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞応募フォーム（下書き用）
【記入に際しての注意事項】
活動内容などはできるだけデータを入れてください。その際データの根拠となる出典元、いつの時点のデータかを必ず明記ください。記入例：●●●人（令和6年版厚生労働白書より）／●●●件（2025年11月時点、自社調べ）
半角カタカナ、機種依存文字は使用しないようにお願いします。
※機種依存文字：修飾数字、省略文字、ローマ数字、単位など（①、㈱、Ⅳ、㍉など）
※改行やスペース、半角文字等も1文字としてカウントされます。

●応募部門（必須）　※下記選択式
・福祉の部
●連絡先氏名（必須）　姓：原山　　　　　　　　名：華弥
※選考過程や受賞時に連絡先となる方をご記入ください。
※受賞の対象となる応募者が18歳未満の場合は、代理人の氏名と応募者との関係性をご記入ください。

●ふりがな（必須）　せい：　はらやま　　　　　　めい：かや
※空白（全角/半角スペース）は空けずにご記入ください。

●応募者との関係性（必須）：本人

●メールアドレス（連絡用）（必須） kiki20071224@yahoo.co.jp
●メールアドレス（確認）（必須） kiki20071224@yahoo.co.jp

●電話番号（連絡用）（必須）：090-5938-5724
●どこで岩佐賞の存在を初めて知りましたか?　 ※複数回答可、下記選択式
□新聞広告　□新聞記事　□朝日新聞 SDGs ACTION！サイト　□SDGs ジャパンスカラシップ岩佐賞特設サイト　□岩佐教育文化財団公式サイト　□過去受賞団体のホームページなど □SNS（YouTube・Instagram・Facebook・X など）□インターネット広告 □その他インターネット（ニュース・情報サイト／アプリ等）□TV 番組　□ラジオ　□雑誌　□公募ガイド　□知人・仕事関係者・家族などからの紹介　□その他
※「その他」を選択した場合は、以下の記入欄にご記入ください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●よく利用する情報源を教えてください　 ※複数回答可、下記選択式
□新聞（紙面／電子版）□TV 番組　□ラジオ　□雑誌　□公募ガイド　□インターネット（ニュース・情報サイト／アプリ） □SNS（YouTube・Instagram・Facebook・X など）
□その他
※「その他」を選択した場合は、以下の記入欄にご記入ください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■受賞の対象となる応募者情報
個人応募の場合は個人の情報を、組織応募の場合は組織の情報をご記入ください。

●組織名または個人名（必須）：学習支援無料学習塾どんぐり
●ふりがな（必須）：がくしゅうしえんむりょうがくしゅうじゅくどんぐり

●代表者名・肩書（必須）：原山華弥
肩書　桜露学園　小鳩児童クラブ　児童支援員

-所在地または住所-
●郵便番号（必須）：861-0331

●都道府県（必須）：熊本県
 
●市町村区（必須）：山鹿市鹿本町来民

●番地・建物名・部屋番号（必須）：1133-1
●受賞対象者の生年月日（任意）：1974年3月24日
※個人応募の方のみ、ご自身の生年月日（西暦）をご記入ください。

●年齢（任意）：52歳
※個人応募の方のみ、ご自身の年齢をご記入ください。
※2026年4月8日(水)時点での年齢をご記入ください。　

■組織・活動の基礎情報

●設立年月日（必須）：なし
※組織の発足日（法人化の時期も）をご記入ください。個人応募の方は「なし」とご記入ください。
※記入例：2000年1月1日(2005年10月1日に法人化)

●設立目的（必須）：なし
※個人応募の方は、「なし」とご記入ください。

●組織構成人数（必須）：0
※個人応募の方は、「０」とご記入ください。

●年間活動費概算（必須）：148610円
※活動費がない場合は、「０」とご記入ください。

●主な財源（必須）※下記選択式
・寄付、助成金、事業収入、その他
※「その他」を選択した場合は、以下の記入欄にご記入ください。
　　私の持ち出しです。つまり、個人負担
●組織のホームページ（必須）：なし
※個人応募の方は、「なし」とご記入ください。
※https:// から始まるURLを一つのみご記入ください。
※有料の記事や掲載が終了したページのURLはお控えください。
※SNSのみの場合は、「活動内容の詳細資料」に投稿を貼り付け、提出してください。

●活動履歴（必須）※内容は30文字以内でご入力ください。
活動年（西暦）：2020年
内容：「学習ボランティアとして活動開始（しいの木の里）
活動年（西暦）：2024年
内容： 「学習支援無料学習塾どんぐり」を開口
活動年（西暦）：
内容： 
活動年（西暦）：
内容：
活動年（西暦）：
内容：
活動年（西暦）：
内容：

●過去にSDGs岩佐賞を受賞したことがある（必須）：ある　なし　※選択式
※虚偽申告されると失格となる場合もあるのでご注意ください。

●過去にSDGs岩佐賞に同じ活動内容で応募したことがある（必須）：ある　なし　※選択式
※虚偽申告されると失格となる場合もあるのでご注意ください。

●主な（その他）受賞歴（任意）：
●主なメディア掲載歴（任意）：※https://●●●●●
※https:// から始まるURLを「一つのみ」ご記入ください。SNSはNGとなります。
※有料の記事や掲載が終了したページのURLはお控えください。
※掲載紙面のコピーなどは「活動内容の詳細資料」に添付ください。

●主な助成金委託事業歴（任意）：

■活動の詳細情報

●活動名（必須）：元小学校教諭がサポート。子どもが安心して伸びる場所・学習支援無料学習塾「どんぐり」　　　　　　　　　　　　　　　
※30文字以内（超過文字数は入力できません。）

●その活動をした期間（必須）：　　　2020年〜現在
※現在も継続中の活動であれば、～「現在」とご記入ください。

[bookmark: _Hlk192009000]●活動のきっかけ・背景・経緯（300字以下）（必須）：
　私は教員として働く中で、集団になじめず孤立してしまう子どもたちの存在に強く心を動かされ、もっと一人ひとりに寄り添いたいと感じるようになりました。その思いから学童支援員へ転職し、発達障がいのある子どもたちと関わる日々の中で、接し方に悩みながらも学びを深め、療育の現場へと進みました。そこで気づいたのは、子どもたちは個別支援だけでなく、安心できる集団の中でこそ育ち合う力を持っているということです。しかし地域には、昔のように自然に集まり安心して過ごせる場所が減っています。だからこそ、子どもたちが無理なく集まり、自分らしくいられる学びと居場所をつくりたいという思いで、「学習支援無料学習塾どんぐり」を作りました。

●活動内容（300字以下）（必須）：
　　学習支援無料学習塾どんぐりは、子どもたちが安心して過ごしながら学べる居場所として運営しています。宿題やプリント学習を中心に、一人ひとりの理解度に合わせた支援を行い、学習が苦手な子や集団が不安な子でも無理なく取り組める環境を整えています。また、学習だけでなく、創作活動や簡単な遊び、コミュニケーションを育む活動も取り入れ、子どもたちが自然に関わり合い、成功体験を積める時間を大切にしています。発達特性のある子どもにも配慮し、安心して参加できるよう丁寧な関わりを心がけています。地域の中で、子どもたちが自分らしくいられる「小さな居場所」として活動を続けています。

●その活動の受益者数（必須）：
※過去実績の場合は、一定期間の実績かのべ人数かが明確にわかるよう、期間も含めてご記入ください。
今後の予定人数であれば最後に（予定）を入れてください。
2020年より活動を開始し、これまでの延べ利用人数は約500名以上となっています。

●反響・エピソード・成果（300字以下）（必須）：
※改行やスペース、半角英数字等も1文字としてカウントされます。
学習支援無料学習塾どんぐりは、子ども達が安心して過ごせる居場所として、2020年より山鹿市で活動を続けています。宿題や基礎学習のサポートに加え、工作・ゲーム活動を取り入れることで、集中力や手先の力、対人スキルの向上につながっています。参加児童は開設当初から継続的に利用してくれる子達もおり、保護者の方からは、「宿題が進むようになった」「安心して預けられる」といった肯定的な声が寄せられています。地域の子どもが自分のペースで学び、成功体験を積める小さな学びの場として、確かな成果を上げています。

[bookmark: _Hlk192008445]●その活動の社会的な意義（150字以下）（必須）：
[bookmark: _Hlk191460473]学習支援無料学習塾どんぐりは、子どもたちが安心して過ごし、自分のペースで学べる安全な居場所づくりに取り組んでおり、SDGs4「質の高い教育をみんなに」に貢献しています。また、発達特性や家庭の事情で学びが届きにくい子どもを支えることで、SDGs10「不平等の是正」にもつながっています。地域の子どもたちの心の安定と成長をあたたかく支える活動です。
※150字を超過した分の文字は入力できませんので、入力内容はよくご確認ください。

●他の類似活動と比較しての違い、自分（たち）の強み、新しさ、独自性（150字以下）（必須）：
※改行やスペース、半角英数字等も1文字としてカウントされます。
※150字を超過した分の文字は入力できませんので、入力内容はよくご確認ください。
どんぐりは、学習支援だけでなく、子どもが安心して過ごせる“居場所”として機能している点が大きな特徴です。発達特性や個々のペースに合わせた関わりを重視し、遊びや創作活動を通して心の安定と学びをつなげています。単なる学習指導にとどまらず、子どもの「安心・自信・成長」を同時に支える独自の支援モデルです。

●活動の内容がわかるホームページ（任意）：※https://●●●●●
https://www.instagram.com/dongurizyuku/

●今後の予定・賞金の使い道（必須）：
※150文字以下（超過文字数は入力できません。）
今後は、子どもたちがより安心して過ごせる環境づくりを進め、学習支援だけでなく情緒面のサポートも充実させていく予定です。賞金は教材や遊具の整備、安全に配慮した備品の購入、活動を継続するための運営費として大切に活用し、地域の子どもたちに還元していきます。

●SDGsとの関連性　※下記例文を参考に、【】内を書き換えてご記入ください。
記入例：SDGsのゴール【◯番（複数回答可）】、またはアジェンダ【　】に対して、【　】に取り組むことで、【　】の課題を解決したい。
※「SDGs」に関する詳細は、下記サイトをご参照ください。
https://www.asahi.com/sdgs/whats/
SDGsのゴール【3番・4番・10番】に対して、【子どもが安心して過ごし、心身の安定を保ちながら自分のペースで学べる環境づくり】に取り組むことで、【学びの機会の不平等や、発達特性・家庭事情による教育格差、安心できる居場所の不足】の課題を解決したい。
記入例：
●活動内容の詳細資料(１ファイル)（必須）※ファイル添付式
※pdf形式必須・10MB以内・10ページ以内・ページ数厳守（枚数超過は失格となる場合もあります。）
※詳細資料は、ご自身（たち）の活動をより詳細かつわかりやすく説明いただくものです。
※フォーマット上で書き切れなかったもの、図表や画像など活動の独自性や実績がよくわかるものを、
10ページ以内（表紙含む）厳守で作成ください。
※資料はご自身（たち）で作成されたものに限ります。英文など外国語表記のものは日本語訳をつけてください。
※ファイルは必ずPDF形式に変換してください。
※入力内容の確認画面から応募フォームに戻った場合は、ファイルの添付が再度必要になりますのでご注意ください。

●個人情報の取り扱い：同意するボタンをチェック

●応募規約：同意するボタンをチェック

〜以上〜





